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D.参考資料
[bookmark: _GoBack]Ⅵ．CI-NET LiteS実装規約における実際の運用上の留意点

帳票データチェック値3回目の運用上の留意点

	◆運用に際しての疑問点
帳票データチェック値3回目の値は、受信側が正しい値になっているかの判断に使用することは許されるのか。正しい値でなければ、エラーとして受領しないことは許されるのか。



◆対応方法
[1179]帳票データチェック値は、メッセージデータの授受が正確に行われているかどうかをお互いにチェックするための項目である。その中で、回数“3”は、全階層の明細行の本体行（[1289]=00）の[1218]明細数量、または、[1234]今回迄累積出来高数量明細の絶対値の合計となっているため、以下２つの理由で純粋な明細数量の合計ではない。
・数量を絶対値としている＝負の値も加算される
・対象明細行を本体行としている＝総括明細本体行が子明細を持っている場合、重複加算される
よって、送信した側がセットした値を受信側でチェックする場合、複合化後、誤って再計算していないかの確認等に使用するものである。または、送信した側が、返信を受け取った後、送信した値と同じかどうかを確認し、異なっている場合の気づきを与えるだけのものである。
そのため、受信側が、明細数量の合計と[1179]帳票データチェック値3回目の値が異なっていても、受信を拒否し正しい値になるまで受領しないことは許されないと考えられる。

そこで、運用上、以下対応とする。ただし、任意とし必須の対応ではないものとする。
・受信側は、明細数量の合計と[1179]帳票データチェック値3回目の値が異なっている場合、その理由を送信側へ確認する。その後、CINETを合意した方法で継続する。
・発信側は、送信時にセットした[1179]帳票データチェック値3回目が返信時も同じ値になっているはずであるため、返信された明細数量の絶対値の合計と同じであるかを確認し、異なる場合は、その理由を返信者へ確認する。その後、CINETを合意した方法で継続する。
以上






